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第 1章 緒 論
下水処置に於ける高根処理法の一つである薬物添
加沈澱法を尿尿処理に実用化しようとする試みはす
でにしばしば行われてきた。昭和 31年各種薬物に
よる尿尿の化学的処置に於て消石灰及び鉄塩類の添
加が有効であることを本多ωが検討した。同年吉田 
(2)が類似の実験を行い，薬品添加による尿尿分離促
進方法に関して研究を行い，後更に薬品添加による
尿尿の浮選法を検討した。吉田の方法は昭和 32年
度大分市に薬品沈澱による民間経営による処理工場
を完成するに及びその実用化の第一歩を印したもの
である。一方清水市では諸種の尿尿処理方法を比較
検討した結果化学処理法の有利なることを見て，宝
光式ω薬品沈澱法を採用することに決定した。昭和 
32年 12月その設備を完成し現在運転中のものであ
るが公共団体として尿尿化学処理を採用した最初の
ものとして重要な試みであった。
以上の他にも塩化カルシュームとアクリル系樹脂
を用いる尿尿沈澱法があり， 昭和 32年より中村(4)
によってその実用化の可能性が論ぜられている。
純粋に沈澱効果のみを期待する方法ではないが，
尿尿の固形化も早くより考えられていた方法であっ
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灰を用いる尿尿の固形肥料化は有利な方法とされ，
現在岐阜市に ζのテストプラントが設置されてい
る。
尿尿の化学処理全般に関する総括的知見は谷川教
授(5)の論文に詳述されているのでこれを省略する
が，その目的とする所は速かに尿尿を分離沈澱せし
め，液部と沈澱部l乙分離し沈澱部は消化処理・脱水
乾燥処理等を施して固形肥料化し，液部は好気処理
・滅菌処理等及び要すれば稀釈を行って放流しよう
とするものである。近時更に各種の考案が提示され
ているが業者の示すところを見るに化学処理法は現
在多くの都市民於て実用化されている各種の嫌気的
尿尿消化槽に比らべて経営費は幾分多くかかるが，
建設費が約 1/2~1/3 ですみ，処理が迅速に行われ，
固形化した肥料が得易く，これの売却によって或程
度の経費回収を期待し得ると宣伝している。
原尿処理法のもつべき条件として先づ挙げられな
ければならないことは，放出物の安全化と安定化で
あることは公衆衛生の面から最も強調されねばなら
ぬ問題であり，次に処理作業の周囲に及ぼす影響即
ち，臭気・汚物の堆積或は漏洩等が考慮されねばな
らず，更に資源化の面から固形化肥料化の実現が挙
げられる ζととなる。
て， 昭和 16年鈴木の考案した， 硫酸及び過燐酸石 以上の観点から尿尿の化学的処置法を通覧する
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と，基本的な要項は沈澱剤の高い沈澱性と乙れに合 (2%)， CaC12: (2%)， K2S04A12(S04)3: (1%)， 
わせて分離された液部と沈澱部の安全化の程度とい FeC12: (2%)，NaOH: (2%)，ZnSo4: (2%)，Mn02: 
うことになる。沈澱部は更に物理・化学的・生物化 (2%)，FeS04: (2%) Iとして直ちに試料K薬物水溶
学的に処理され肥料化されるものであるから，その 液が 25%になる様に投入し， 200C恒温箱中にて沈
安全化・〆安定化は別に考慮するものとしても，放流 澱状況を観察， 3，5時間後の液部試料につき，大
する液部の安全化・安定化(病源体の殺減及び有機 腸菌数の算定， B・0・D，C・0・D の測定を行つ
質量の減少)が特に問題とされねばならない。1.こ。
著者はここに於て，尿尿化学処理の基礎研究とし 実験 3 
て，従来下水処理に於て用いられているアルミニュ 300C保存を行はず直ちに試料に薬物， (水溶液に
ーム・石灰・鉄等の塩類の浄化効率を同時に同条件 しないもの)を投入し撹持混合する実験:
で比較検討した結果若干の実用上有益なる知見を知 との実験は次の 3種について行った。
り得たので報告する。 i) 薬物を試料I乙投入すると同時に撹持を開始
し， 300!rpm 30分間後 200C K恒温箱中にて沈澱
第 2章実験方法
状況を観察し， 3，5時間後の液部試料につき大腸
第 1節実験試料 菌数の算定， B・0・D，C・0・D の測定を行つ
東京都砂町の尿尿消化槽に投入前の汲取尿尿でス た。 ii) 薬物投入前の試料を 300/rpm30分間撹
クリーニングを受けた試料を直ちに研究室まで運搬 持曝気した後薬物を投入したものについて上記の実
し， 3x3mmの金綱をもって再度スクリーニング 験を行った。 iii) 薬物投入前の試料を 300/rpm30 
した尿尿に水道水を加えて比重 1020K調整した。 分間撹持曝気した後薬物を投入し更に 300/rpm30 
第 2節実験装置 分間境持曝気したものについて向上の実験を行っ
試料格納容器は 11ガラス・シリンダーで内径 た。 使用した薬物は Ca(OH)2: (2%)，CaC12: 
6.2cm，高さ 41cm同じ型のものを用いた。試料は (2%)，K2S04A12(S04)3: (1%)，AlS04: (2%)， 
150C~200C K保持したが， 保温の為l乙恒温水槽或 ，: (2%)ZnSo4，NaOH: (2%))，: (2%FeC12 Mn02: 
は恒温箱を用いた。試料の捜持，曝気及び薬物の混
入は，回転数調整装置を付した電動機によりスクリ
ューを回転し，シリンダー内容がよく撹持混合され
るようにした。回転数は 300/rpmであった。
第 3節実験手技
実験 1 300C 3日間保存の試料について薬物水溶
液が 25~告になるように投入する実験: 
ζの実験は本多(1)が昭和 33年 9月に発表した業
績にもとづいたものである。使用した薬物は Ca 
(OH)2: (2%)，CaC12: (2%)，K2S04・A12(S04)3 : 
(1%)， FeC12: (2%)，NaOH: (2%)，ZnS04: (2%)， 
Mn02; (2%)，FeS04: (2%)，で夫々の濃厚な薬物
が試料中に混入するように 25%水溶液を加え， 
150C Ic::.保温しつつ 30分間撹持し，以後 200C恒温
箱中氏保存し，沈澱発生状況を観察し，また， 3時
間後及び 5時間後に分離した液部の一定量を採取
し，大腸菌数の算定， B・0・D，C・0・D，の測
定を行った。
実験 2 
300C保存を行わず直ちに試料K薬物，水溶液が 
25%になるように投入する実験; 
使用した薬物は実験 1Ic::.同じく， Ca (OH)2: 
(2%)，FeS04: (2%)，Kl: (2%)，Na2C03: (2%)， 
Kして是等薬物は水溶液とせずに使用した。
第 4節実験項目。沈澱率の測定
各種薬物により分離沈澱した高さを b とし，11 
のシリンダーの高さを aとし，沈澱率を xとして 
x=100xb/aをもって沈澱率を示した。 
2) 大腸菌数の算定
下水試験法lと準拠し， 各試料をlOn倍に階段状に
稀釈しその採釈液を平板に塗抹し 370C， 宮4時間培
養し出現せる集落より菌数を算定した。培地は E・
M.B培地使用。 
3) B・0・D，C・0・Dの測定
各種薬物により分離，沈澱後の脱離液の B・0・
D， C・0・Dの測定は下水試験法K準拠して行つ
に。
第 3章実験成績
第 1節沈澱分離効果 
a) 300C保存のもの 
Ca (OH)2:分離状況は薬物投入後徐々に沈澱を
生ず。浮査なし。溶液は淡黄褐色にして柏透明。沈
10 
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区11 各種薬物による尿尿の沈澱状況
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澱率は 1時間 40%，24時間では 33%であった。 
Mn02: 分離状況は薬物投入後徐々に分離，沈澱
を生ず。浮査なし。溶液は淡黄褐色にして沈澱率は 
1時間では 17%，3・5時間では 16%，24時間では 
13%であった。 
FeS04 :分離状況は薬物投入直後より黒色となり 
4時間頃までは全層が黒色均一の混渇となり沈澱物
を認めず。 5時間頃より分離し沈澱物を生ず叉同時
に浮上し浮査を生ず。溶液は透明にして沈澱率は 5
時間では 71%，24時間では 66%であった。 
図 2 各種薬物による尿尿の沈澱状況
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1CaC12 :分離沈澱状況は，薬物投入後浮上し浮涯 ~O 
となり，沈澱物は 1時聞にては生じないが， 3時聞
にて沈澱し， 5時間) 24時間値は同じ。溶液は淡黄 20 
褐色lとして柏、透明。沈澱率は 3・5・24時間共に 2%
であった。 1(1 
K2S04・A12 (S04)3:分離状況は薬物投入後徐々
、、L CaCh 
に沈澱生ず。浮置なし。溶液は淡黄褐色，沈澱率は 
1時間では 41%，3時間では 35%，5時間では 31%， 
24時間では 26%であった。 
FeC12 : 分離状況は薬物投入直後より黒色となり 
4時間頃までは全層黒色均一の混渇となり沈澱物は
認めないが 5時間頃より浮上し浮査を生ず。沈澱物
なし。溶液は透明。 
NaOH:分離状況は薬物投入直後より薄い浮査を
生以分離せずしたがって沈澱物なし。溶液は濃黄
褐色精黒色。 
ZnS04 :分離状況は薬物投入後徐々に分離し沈澱
を生じたが 24時間で沈澱物が多くなった， 之は浮
澄が落下した為と思われる。溶液は透明にして，沈
澱率は 1時間では 13%， 3・5時間では 12%，24時
間では 13%であった。 
_ー._一一ーーーーー-'-ーーー 
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b) 300C Ic保存せざるもの 
Ca (OH)2: 分離状況は薬物投入後徐々に分離沈
澱を生じ浮査なし。溶液は淡黄褐色にして柏透明，
沈澱率は 1時間では 88%，3時間では 73%，5時間
では 62%，24時間では 399るであった。 
CaC12 :分離状況は薬物投入後徐々に分離，沈澱
を生じ，浮査なし。溶液は淡黄褐色にして柏透明。
沈澱率は 1時間では 71%， 3時間では 51%， 5時
間では 46%，24時間では 34%であった。 
K2S04・A12 (S04)3:分離状況は薬物投入後徐々
に分離，沈澱す，叉 1時間後には浮上して浮誼とな
った。溶液は淡黄褐色にして 1時間では 57%，3時
間では 45%，5時間では 43%，24時間では 30%で
•• 
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あった。
FeC12:分離状況は薬物投入直後より黒色となり
徐々に分離，沈澱す。 24時間では浮上して浮査とな 
る。溶液は透明にして沈澱率は 1時間， 3時間では 
96%，5時間では 95%，24時間では 30%であった。
NaOH:分離状況は薬物投入後徐々に分離，沈澱 
す。浮澄なし。溶液は淡黄褐色にして，沈澱率は 1
時間では 93%，3時間では 90%，5時間では 85%， 
24時間では 13%であった 0 ・
ZnS04:分離状況は薬物投入後徐々に浮上して浮
澄を生じ，沈澱物なし。溶液は透明であったo 
Mn02: 分離状況は薬物投入後黒黄褐色に混消し 
て沈澱物の判定困難なるも， 5時間頃より下部に黒
色の沈澱物と思われるもの認められる。したがって
溶液は濃黄褐色梢黒色であった。
FeS04:分離状況は薬物投入後徐々に分離，沈澱 
す。浮濯なし。溶液は透明忙して沈澱率は 1時間で
は96%， 3，時間では 90%， 5時間では 82%，24時
聞では 52%であった。 
c) 薬物直接投入 
i)薬物+曝気 
Ca (OH)z: 分離状況は，曝気後徐々に分離，沈
図 3 各種薬物による尿尿の沈澱状況
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澱し，浮誼なし。溶液は淡黄褐色にして沈澱率は 1 
時間では 54%，3時間では 47%，5時間では 43%，
24時間では 37%であった。
CaC12:分離状況は，曝気後徐々に沈澱し，浮澄 
なし。溶液は淡黄褐色にして沈澱率は 1時間では 
71%， 3時間では 58%，5時間では 56%，24時間
では 16%であった。
K2S04・A12(S04)3:分離状況は，曝気後徐々に 
分離，沈澱し，少量の浮査を生ず。溶液は淡貰褐色 
にして沈澱率は 1時間では 80%，3時間では 69%，
5時間では 67%，24時間では 28%であった。 
AlS04:分離状況は，曝気後徐々に分離，沈澱を
生以少量の浮誼を残す。溶液は淡黄褐色lとして，
沈澱率は 1時間ではι96%，3時間では 89%，5時間
では 84%，24時間では 62%であった。 
FeC12: 分離状況は，曝気後黒色となり 1時間で
は均一に混潤して分離せず， 3時間頃より分離して
沈澱を生ず。溶液は透明，Iこして沈澱率は 3時間では
42%，5時間では 40%，24時間では 2%であった。 
NaOH:分離状況は，曝気後徐々に分離，沈澱を
生じ，浮誼なし。溶液は淡黄褐色にして沈澱率は 1 
時間では 56%，.3時間では 46%，5時間では 41%，
24時間では 35%であった。 
ZnS04:分離状況は，曝気後徐々に分離，沈澱を
生じ， f手査なし。溶液は淡黄褐色lとして沈澱率は 1
時間では 60%，3時間では 54%，5時間では 50%， 
24時間では 13%であった。 
Mn02: 分離状況は，曝気後徐々に分離，沈澱を
生じ，浮査なし。溶液は濃貰褐色にして沈澱率は 1
時間では 51%，3時間では 44%，5時間では 40%， 
24時間では 10%であった 
FeS04:分離状況は，曝気後黒色となり均一に混
濁して 1時間では分離せず， 3時間より分離して沈
澱を生ず。溶液は透明にして沈澱率は 3時間では 
43%， 5時間では 42%，24時間では 7%であった。 
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沈40
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率 沈澱を生ず。浮、底なし。溶液は決黄褐色lとして沈澱
30 率は 1時間では 38%，3時間では 32%，5時間では 
30%，24時間では 28%であった。 
20 
CaC12:分離状況は，薬物投入後徐々に分離，沈
澱を生じ，浮、直なし。溶液は淡黄褐色にして沈澱率
10 
は 1時間では 54%， 3時間では 34%， 5時間では 
33%，24時間では 13%であった。 
24 
K2S04・A12(S04)3:分離状況は，薬物投入直後
Ca (OH)2:分離状況は，薬物投入後徐々に分離
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図 4 各種薬物による尿尿の沈澱状況
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一部浮上し浮査となったが其の後徐々に分離，沈澱
す。溶液は淡黄褐色 lとして， 沈澱率は 1時間では 
66%，3時間では 62%， 5時間では 55%，24時間
では 46%であった。 
AlS04 :分離状況は，薬物投入直後一部浮上し浮
誼となる，其の後徐々に分離し，沈澱物を生ず。溶
液は淡黄褐色にして，沈澱率は 1時聞にては 75%， 
3時間では 71%， 5時間では 68%，24時間では 55
%であった。 
Mn02: 分離状況は薬物投入後徐々に分離，沈澱
吾生じて，浮誼はなし。溶液は淡黄褐色lこして沈澱
率は 1時間では 34%，3時間では 28%，5時間では 
24%，24時間では 23%であった。 
FeS04 :分離状況では薬物投入後黒色となり均ー
に混濁して 1時間では分離せず， 3時間より分離し
て沈澱を生ず。溶液は透明にして，沈澱率は 3時間
では 58%，5時間では 50%，24時間では 36%であ
った。
ii) 曝気+薬物+曝気 
.Ca (OH)2: 分離状況は 2回目の曝気後徐々 K分
離，沈澱を生じ，浮査はなし。溶液は濃黄褐色にし
て，沈澱率は 1時間では 42%，3時間では 37%，5 
時間では 31%，24時間では 28%であった。 
CaC12:分離状況は 2回目の曝気後徐々に分離，
沈澱して来7こが， 24時間では沈澱物が浮上して浮
誼となった，為lζ沈澱物の減少を来fこした。溶液は
扶黄褐色にして和透明。沈澱率は 1時間では 81%， 
3時間では 58%，5時間では 50%，24時間では 3%
であっ?こ。 
K2S04・Alz(S04)3: 分離状混は 2回目の曝気
図 5 各種薬物による尿尿の沈澱状況
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FeC12 :分離状況は，薬物投入後黒色となり均ー
に混濁して 1時間では分離せず。 3時間頃より分離
a m a E E E a a E B P Eりc u  A
沈澱率して沈澱を生ず。溶液は透明にして，沈澱率は 3時 Fhu AV
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NaOH:分離状況は薬物投入後徐々に分離，沈澱
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を生じ， 浮澄はなし。溶液は淡褐色lとして沈澱率
は 1時間では 45%，.3時間では 30%， 5時間では 20 
27%，24時間では 26%であった。 
ZnS04:分離状況は薬物投入後徐々に分離，沈澱 10 
を生じて，浮、査なし。溶液は淡黄褐色にして柏透明，
沈澱率は 1時間では 39%，3時間では 36%，5時間 243 5 lO 
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ではl34%，24時間では 27%であった。 
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図 6 各種薬物による尿尿の沈澱状況 
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黒色均ーに混渇して分離せず，其の後浮上して浮、査
となり沈澱物なし。溶液は透明であった。 
Kl:分離状況は 2回目の曝気後徐々に分離，沈澱
す。浮誼なし。溶液は淡寅褐色柏緑色にして沈澱率
は 1時間では 36%， 3時間では 30%， 5時間では 
28%，24時間では 25%であった。 
Na2C03:分離状況は 2回目の曝気後 1時間では
分離せず， 3時間後には分離して沈澱物を生ず。溶
液は淡黄褐色梢緑色にして沈澱率は 3時間では 27
%， 5時間では 22%，24時間では 21%はであった。
第 2節大腸菌数の変化 
a) 300C R保存のもの 
ιalOHI2 
• KI 
MnO， 表 1 実験 1の大賜菌数の変化¥・Na州 
40 
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¥ ~[ 3 時間 ，5 時間 
¥ 
Ca (OH)2 4.8x103 4.4x 103 
CaC12 1x104 2.2x103 
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後 3時間までは分離，沈澱していたが 5時間Kては
浮上して浮誼となり，沈澱物なし。溶液は淡黄褐色
托して，沈澱率は 1時聞にては 99%，3時聞にては 
92%， 5時聞にては 89%であった。 
AlS04:分離状況は 2回目の曝気後徐々に分離，
沈澱を生じ，浮誼はなし。溶液は淡黄褐色にしてや
や透明。 7X澱物は 1時間では 90%， 3時間では 74
であつだ。58%時間では24，63%時間では5%， 
FeC12: 分離状況は 2回目の曝気後 3時間までは
黒色均一に混濁して分離せず。其の後浮上して浮査
となり沈澱物はなし。溶液は透明であった。 
NaOH:分離状況は 2回目の曝気後徐々に分離，
沈澱を生じて，浮査なし。溶液は濃黄褐色にして沈
澱率は 1時聞にては 10%， 3時聞にては 8%， 5時
間， 24時間共に 7%であった。 
ZnS04:分離状況は 2回目の曝気後徐々に分離，
沈澱を生じたけれども， 24時聞にて沈澱の一部浮
上して浮澄を生ず。溶液は淡黄褐色透明にして，沈
澱率は 1時間にては 89%，3時間では 62%，5時間
では 50%，24時間では 8%であった。 
Mn02:分離状況は 2回目の曝気後徐々に分離，
沈澱を生じ，浮誼なし。溶液は淡黄褐色にして柏緑
色。沈澱率は 1時間では 33%，3時間では 31%，5 
時間では 26%，24時間では 22%であった。 
FeS04:分離状況は 2回目の曝気後 3時間までは
。。 
K2S04A12(S04)3 2.6メ 104 4x103 
FeC12 
NaOH 1.8x103 

ZnS04 
 5.4x 103 3.6x103 
6.2x103乱1n02 ， 3.2x103 
FeS04 。
(0は 102以下を示す)
(対照は 1.8x107) 
302.2x10時間では54， 1x 10時間では: 3CaC12
K2S04・A12(S04)3: 3時間では 2.6x10 5時間4， 
では 4x103 0 
FeC12: 5時間では 0，
 
NaOH: 3時間では1.8x103，5時間では O.
 
ZnS04: 3時間では 5.4X 103，5時間では 3.6x
 
103 0 
Mn02: 3時間では 6.2x103， 5時間では 3.2x 
103 0 
FeS04: 5時間では O. 
b) 300C R保存せざるもの 
Ca(OH)2: 3時間では 6.9x106，5時間では 2.0x 
105 0 
CaC12: 3時間では極めて多数。 5時間では 2.6x 
106。 
K2S04・A12(S04)3: 3時間では 8.3x106，5時間
では1.9x106 0 
FeC12: 3時間， 5時間共lζO. 
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表 2 実験 2の大賜菌数の変化 1030 
3 時間\玄す~I 
Ca(OH)2 
CaC12 
K2S04A12(S04)3 
FeC12 
NaOH 
ZnS04 
Mn02 
FeS04 
6.9x 106 
多数 
8.3x 106 
4.6x104 
。

。。

(対照は1.8x107) 
NaOH: 3時間， 5時間共にO. 
時間では54，9.2x10時間ではNaOH: 3
時間5
5.4x 
10¥ 
2x105 ZnS04: 3時間では 7.9x103， 0'5時間では 2x104 
2.6x106 
Mn02: 3時間では 9.2x103，5時間では 4.5x 
1.9x106 
103。 
FeS04: 3時間では 3.3x103，5時間では O. 
2.1x104 ii) 曝気十薬物 
4， 64.3x 10 Ca (OH)2: 3時間では 2.1x 10 5時間では 2.2。 x103。 
時間では54，7.8x10時間では: 3CaC12 4.5x 
1040 
時54，7.8x10時間では(S04)3: 3A12・K2S04
。。 
6x104間では2.1x時間では54，4.6x10時間では: 3ZnS04
104 AlS04: 3時間では 4.5x10 5時間では 9.2x 4， 0 
Mn02: 5時間では 4.3x106 103 0 
FeS04: 3時間， 5時時間共に O. FeC12: 3時間では 2x103，5時間では o. 
c) 薬物直接投入のもの NaOH: 3時間でほ 7.8x103，5時間では 6x103 0 
i) 薬物+曝気 ZnS04: 3時間では 6.8x103，5時間では 2x103 0 
Ca (OH)z: 3時間では 3.2x103，5時間では 2.2 Mn02: 3時間では 2.2x103，5時間では o.
x103 FeS04: 3時間では 2x103，5時間では o.0 
CaC12: 3時間では 9.5x104， 5時間では 7.8x iii) 曝気十薬物+曝気 
10~0 Ca (OH)2: 3時間では 4.5x103，5時間では1.3 
K2S04・A12(S04)3: 3時間では 9.5x10 X 103時間54， 0 
では 9.5x104 CaC12: 3時間では 7.9x104，5時間では 7.9x 0 
1044.6x時間では54，6.4x10時間では: 3AlS04 0 
104 K2S04・ ，10 5時4， 9.2x時間では(S04)3: 3A120 
FeC12: 3時間では 7.9x103，5時間では 5.6x 間では 7.8X 104 0 
表 3 実験 3大賜菌数の変化 
。。 
。。。。
¥1 
i暴気十薬物 曝気十薬物十曝気薬物+曝気 
3時間 5時間 3時間 5時間 3時間 I 5時間 
2.2x10:l3.2x103 2.1x 104 2.2x 103 4.5x 103 1.3x 103 
CaC12 
Ca (OH)2 
9.5x104 7.8x104 7.8x104 4.5x 104 7.9x 104 7.9x104 
K2S04A12 (S04)3 9.5x104 7.8x 104 6x 104 9.2x 1049.5x104 7.8x104 
AlS04 6.4x 104 4.6x104 4.5x 104 9.2x 102 7.8x 104 3.5x 103 
FeC12 7.9x103 5.6x 103 2x103 G 3.3x 103 
NaOH 9.2x 104 5.4x 104 7.8x 103 6x103 4x103 
ZnS04 
 7.9x103 2x104 6.8x 103 2.3x 104 
Mn02 9.2x 103 4.5x103 2.2x 103 2x 103 
FeS04 3.3x 103 。 2x103 。
。 2x103 2x10
3 2x104 
Kl 

Na2C03 
 4x103 3.5x 103 
(0は 103以下)
(対照は 1.8x107) 
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AlS04: 3時間では 7.8X 103，5時間では 3.5x 
103 0 
FeC12: 3時間では 3.3X 103，5時間では O. 
NaOH: 3時間では 4X 103，5時間では O. 
x2.3時間では54， 2x 10時間ではZnS04: 3
104 0 
Mn02: 3時間では 2 X 103，5時間では 2 X 103 0 
FeS04: 3時間， 5時間共に O. 
Kl: 3時間， 5時間共に O. 
Na2C03: .3時間では 4X 103， 5時間では 3.5x 
103 0 
各種薬物による大腸菌の変化は以上の如くであっ
たが，実験 11ζ於ける Oは大腸菌数が 102以下を示
すもので，叉実験 21ζ於ける Oは大腸菌数が 103以
下を示すものである。
図表lζ於ける大腸菌が多数とは，平板lζ出現する
集落が極めて多数である ζとを示すものである。，
第 3節 B・0・Dの変化 
a) 300C K保存のもの
表 4 実験 1のB.O. D の変化
3時間 5時間三云~I 
Ca (OH)2 3540 ppm 2582 ppm 
CaC12 3318 3501 
K2S04A12 (S04)3 3427 3776 
FeClz 1647 
NaOH 6314 6428 
ZnS04 2807 2874 
MnOz 3330 3218 
FeS04 2441 
(対照は 12386ppm) 
Ca(OH)z: 3時間では 3540ppm，5時間では 
2582 ppm。 
CaClz: 3時間では 3318ppm， 5時間では 3501 
ppmo 
K2S04・Alz(S04)3: 3時間では 3427ppm， 5 
時間では 3776ppm。 
FeC12: 5時間では 1647ppmo 
NaOH: 3時間では 6314ppm， 5時間では 6428 
ppmo 
ZnS04: 3時間では 2807ppm， 5時間では 2874 
ppmo 
Mn02: 3時間では 3330ppm，5時間では 3218 
ppmo 
FeS04: 5時間では 2441ppmo 
b) 300C K保存せざるもの
表 5 実験 2の B.O.D の変化， 
77丘町 3時間 5時間 
Ca (OH)z 4301 ppm 3875 ppm 
CaClz 3793 2662 
KzS04Alz (S04)3 4389 4253 
FeClz 1892 1574 
NaOH 4409 4326 
ZnS04 3561 3398 
MnOz 4207 
FeS04 2370 2238 
(対照は 12386ppm) 
時間では5，.4301ppm時間ではCa (OH)2: 3
3875ppm。 
CaClz: 3時間では 3793ppm， 5時間では 2662 
ppmo 
KZS04・Alz(S04)3: 3時間では 4389ppm， 5 
時間では 4253ppm。 
FeClz: 3時間では 1892ppmj 5時間では 1574 
ppmo 
NaOH: 3時間では 4409ppm， 5時間では 4326 
ppmo 
ZnS04: 3時間では 3561ppm， 5時間では 3398 
ppm。 
MnOz: 5時間では 4207ppm。 
FeS04: 3時間では 2370ppm， 5時間では 2238 
ppm。 
c) 薬物直接投入のもの 
i) 薬物+曝気 
Ca (OH)2: 3時間では 6420ppm， 5時間では 
6367ppm。 
CaClz: 3時間で、は 3346ppm，5時間では 3329 
ppmo 
KZS04・A12(S04)3: 3時間では 4142ppm，5時
間では 4010ppm。 
AlS04: 3時間では 3665ppm， 5時間では 2974 
ppm。 
FeC12: 3時間では 6223ppm，5時間では 4236 
ppm。 
NaOH: 3時間では 5154ppm， 5時間では 5082 
ppm。 
ZnSO 4: 3時間では 3797ppm，5時間では 3465 
ppm。 
Mn02: 3時間では 5093ppm， 5時間では 5080 
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表 6 実験 3の B.O. Dの変化
曝気十薬物十曝気薬物十曝気 曝気+薬物
3時間 5時間 3時間一一薬一--物~時~一一間一~ 3時間 5時間 
Ca (OH)2 

CaC12 

K2S04A12 (S04)3 

AlS04 

FeC12 

NaOH 

ZnS04 

乱iln02
 
FeS04 

Kl 

Na2C03 

6420 ppm 
3346 
4142 
3665 
6223 
5154 
3797 
5093 
6652 
6367 ppm 
3329 
4010 
2974 
4236 
5082 
3465 
5080 
4334 
6678 ppm 
3692 
5150 
3504 
1873 
4286 
3405 
4212 
2344 
ppm。 
FeS04: 3時間では 6652ppm， 5時間では 4334 
ppm。 
i) 曝気十薬物 
Ca (OH)z: 3時間では 6678ppm， 5時間では 
4279ppm。 
CaC12: 3時間では 3692ppm， 5時間では 2436 
ppm。 
K2S04・A12(S04)3: 3時間では 5150ppm，5時
間では 4389ppm。 
AlS04: 3時間では 3504ppm，5時間では 2432 
ppm。 
FeC12: 3時間では 1873ppm， 5時間では 1557 
ppm。 
NaOH: 3時間では 4286ppm，5時間では 4196 
ppm。 
ZnS04: 3時間では 3405ppm，5時間では 3377， 
ppm。 
Mn02: 3時間では 4212ppm， 5時間では 4132 
ppm。 
FeS04: 3時間では 2344ppm，5時間では 2291 
1 279 ppm
2436 
4389 
2432 
1557 
4196 
3377 
4132 
2291 
41向 pm 3987 ppm 
2765 2780 
3853 3747 
2791 2503 
1783 1569 
3912 3894 
3289 3056 
4211 3846 
2185 2120 
3972 3731 
5203 
(対照は 12386ppm) 
AlS04: 3時間では 2791ppm，5時間では 2503 
pp口1。 
FeC12: 3時間では 1783ppm， 5時間では 1569 
ppm。 
NaOH: 3時間では 3912ppm，5時間では 3894 
ppm。 
ZnS04: 3時間では 3289ppm， 5時間では 3056 
ppm。 
Mn02: 3時間では 4211ppm， 5時間では 3846 
ppm。 
FeS04: 3時間では 2185ppm， 5時間では 2120 
ppmo 
KI: 3時間では 3972ppm， 5時間では 3731 
ppmo 
Na2C03: 5時間では 5203ppm。
以上の如くであった。
第 4節 C・0・D の変化 
a) 300C rc.保存のもの

表 7 実験 1の C.O. Dの変化
 
vv旦~I 3時間 5時間 
1
ム 
可 qaqL LqL inunu 
UOO
K2S04A12 (S04)3 2844 
F Dpp 167Q ppmCa(OH)2 m
ppm。 
iii) 曝気+薬物+曝気 
ワ 臼  ロ
CaC12 2176 
Ca (OH)2: 3時間では 4152ppm， 5時間では 
FeC12 1308 
3987ppm。 
NaOH 3225 3305 
CaC12: 3時間では 2765ppm， 5時間では 2780 ZnS04 1879 1885 
ppm。 Mn02 I 2104 I 2013 
K2S04・A12(S04)3: 3時間では 3853ppm，5時 FeS04 I I1579 
間では 3747ppm。 (対照は 5236ppm) 
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Ca (OH)2: 3時間では 2135ppm， 5時間では 
1670 ppm。 
CaC12: 3時間では 2062ppm，一 5時間では 2176 
ppmo 
K2S04・A12(S04)3: 3時間では 2081ppm， 5 
時間では 2844ppm。 
FeC12: 5時間では 1308ppm。 
NaOH: 3時間では 3225ppm， 5時間では 3305 
ppm。 
ZnS04: 3時間では 1879ppm，5時間では 1885 
ppm。 
Mn02: 3時間では 2104ppm，5時間では 2013 
ppm。 
Fe$04: 5時間では 1579ppm 
b) 300C K保存せざるもの
表 8 実験 2の C.O. Dの変化 
ζ瓦7主竺-J 3時間 
Ca (OH)2 

CaC12 

K2S04A12 (S04)3 

. FeC12 
NaOH 
ZnS04 
Mn02 
FeS04 
2539 ppm 
2447 
2783 
1195 
2844 
2345 
1601 
5時間 
2382 ppm 
1985 
2648 
996 
2820 
2267 
2529 
1428 
(対照は 5236ppm) 
Ca (OH)z: 3時間では 2539ppm，5時間では 
2382 ppmo 
CaC12: 3時間では 2447ppm， 5時間では 1985 
ppmo 
K2S04・A12(S04)3: 3時間で、は 2783ppm， 5 
時間では 2648ppm。 
FeC12: 3時間では 1195ppm" 5時間では 996 
ppmo 
NaOH: 3時間では 2844ppm， 5時間では 2820 
ppm。 
ZnS04: 3時間では 2345ppm， 5時間では 2267 
ppm。 
Mn02: 5時間では 2529ppm。 
FeS04: 3時間では 1601ppm， 5時間では 1428 
ppm。 
c) 薬物直接投入のもの 
i) 薬物十曝気 
Ca (OH)2: 3時間では 3143ppm， 5時間では 
3025 ppm。 
Caじ12: 3時間では 2184ppm， 5時間では 2153 
ppmo 
K2S04・A1z(S04)3: 3時間では 2676ppm. 5 
時間では 2540ppm。 
AlS04: 3時間では 2311ppm， 5時間では 1896 
ppm。 
FeClz: 3時間では 3124ppm， 5時間では 2522 
ppm。 
NaOH: 3時間では 2946ppm，5時間では 2830 
ppm。 
ZnS04: 3時間では 2407ppm，5時間では 2251 
ppm。
表 9 実験 3の C.O. Dの変化
薬物十曝気 曝気+薬物 曝気+薬物十曝気
一薬一一一物~~-1H-!1?1間- 3時間 5時間3時間 5時間 3時間 
Ca (OH)z 

CaC12 

K2S04A12 (S04)3 

AlS04 

FeC12 

NaOH 

ZnS04 

Mn02 

FeS04 

Kl 

Na2C03 

3143 ppm 
2184 
2676 
2311 
3124 
2946 
2407 
2844 
3213 
3025 ppm 
2153 
2540 
1896 
2522 
2830 
2251 
2825 
2597 
3的 
2352 
2836 
2092 
1185 
2736 
2273 
2542 
1582 
pm|2mpm 
1775 
2568 
1726 
I 9貯 
2648 
2019 ‘ 
2412 
1429 
2629 ppm 2541 ppm 
1938 1979 
2406 2398 
1828 
1090 
1955 
983 
24292435 
20122127 
23462558 
1329 
2515 
1389 
2343 
26392769 
(対照は 5236ppm) 
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Mn02: 3時間では 2844ppm， 5時間では 2825 
ppm。 
FeS04: 3時間では 3213ppm， 5時間では 2597 
ppm。 
i) 曝気+薬物 
Ca (OH)2: 3時間では 3228ppm， 5時間では 
2439ppm。 
CaC12: 3時間では 2352ppm， 5時間では 1775 
ppm。 
K2S04・A12(S04)3: 3時間では 2836ppm， 5 
時間では 2568ppm。 
AlS04: 3時間では 2092ppm， 5時間では 1726 
ppm。 
FeC12: 3時間では 1185ppm， 5時間では 997 
ppm。 
NaOH: 3時間では 2736ppm， 5時間では 2648 
ppm。 
ZnS04: 3時間では 2273ppm， 5時間では 2019 
ppm。 
Mn02: 3時間では 2542ppm， 5時間では 2412 
ppm。 
FeS04: 3時間では 1582ppm，5時間では 1429 
ppm。 
ii) 曝気+薬物+曝気 
Ca (OH)2: 3時間では 2629ppm， 5時間では 
2541 ppm。 
CaC12: 3時間では 1938ppm， 5時間では 1979 
ppmo 
K2S04・A12(S04)3: 3時間では 2406ppm， 5 
時間では 2398.pm。 
AlS04: 3時間では 1955ppm， 5時間では 1828 
ppm。 
FeCl: 3時間では 1090ppm， 5時間では 983 
ppm。 
NaOH: 3時間では 2435ppm， 5時間では 2429 
ppm。 
ZnS04: 3時間では 2127ppm， 5時間では 2012 
ppm。 
Mn02: 3時間では 2558ppm， 5時間では 2346 
ppロ10 
FeS04: 3時間では 1389ppm， 5時間では 1329 
ppm。 
Kl: 3時間では 2515ppm， 5時間では 2343 
ppm。 
Na2C03: 3時間では 2769ppm，5時間では2639 
ppm。
第4章考察並びに総括
東京都砂町の下水処理場の汲取尿尿について各種
薬物を投入し，尿尿の化学処理について次の如き結
果を得た。 
1) 沈澱効果については

効果JI原に並べれば次の如くである。
 
i) 沈澱率
実験 1 CaC12> ZnS04> Mn02 
実験2 K2S04・A12(S04)3> CaC12> Ca 
(OH)2 

実験3の 1 FeC12> Mn02 > FeS04 

実験3の2 Mn02> NaOH > Na2C03 

実験3の3 NaOH> Na2C03 > Mn02 

i) 液部の性状

分離，沈澱を生じその中間層の液部が透明となっ
たものを挙げれば，
実験 1 FeC12，FeS04，ZnS04 
実験2 FeC12，FeS04，ZnS04 
実験3の 1 FeC12，FeS04 
実験3の2 FeC12，FeS04 
実験3の3 FeC12，FeS04 
ii) 浮、直の状態
浮査を生じたものを挙げれば
実験 1 K2S04・A12(S04)3' ZnS04> CaC12 
実験2 K2S04・A12(S04)3' ZnS04 
(S04)3A12・K2SO 44' 1 AlSOの3実験 
実験3の2 AlS04，K2S04・Al(S04)3 
A12(S04)3' CaC12・K2SO 44' 3 AlSOの3実験 
分離，沈澱の効果は薬物の種類，濃度の条件の他 
K，民尿の性状(成分，新!日)，叉は温度， PH，曝
気条件等，色々な条件によって左右される。叉薬物
によって凝集物の出来方も異って来るのである。大-
きな凝集物は気体(主lζアンモニア)を含み浮上し
叉は逆に厚い沈澱を形成して沈下する事ーになる。依
って分離，沈澱性の良否を液部，沈澱部の高さのみ
から判断することはなかなか困難なものである。従
って沈澱率のみならず脱離液部の透明度，凝集物の
大きさ，及び性状，浮査の有無等から分離，沈澱性
の良否を総合判定せねばならない。 
2) 大腸菌， B・0・D，C・0・Dについて

効果の良いものを挙げれば
 
i) 大腸菌減少作用

実験 1 FeC12，FeS04' NaOH 

実験2 FeC12，FeSO.，NaOH 

実験3の1 FeClz，FeS04，Ca(OH)2 
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実験3の2 FeC12，FeS04，Mn02 
実験3の3 FeC12，FeS04，NaOH 
i) -B・0・D減少作用
実験 1 FeC12• FeS04，ZnS04 
実験2 'FeC12，FeS04，ZnS04 
実験3の1 CaC12，ZnS04，AlS04 
実験3の2 FeC12，FeS04，ZnS04 
実験3の3 FeC12，FeS04> CaC12 
ii) C・0・D減少作用
実験 1 FeC12，FeS04' ZnS04 
実験2 FeC12，FeS04' ZnS04 
実験 3の1 CaC12，ZnS04，AlS04 
実験3の2 FeC12，FeS04，AlS04 
実験 3の3 FeC12，FeS04，CaC12 
大腸菌は金属塩類の直接作用による死滅が考えら
れるが，本研究の場合は凝集物の形成lζ伴う沈降現
象によって細菌が沈下し，液部l乙於ける大腸菌数の
減少が起ることが浄化作用の本質であると考えられ
る。従って浮誼の形成或いは軽い粗大な沈降物の沈
澱により分離が完全でないような場合は液部に多数
の大腸菌を残すととになる。
液部の B・0・D，C・0・D の値の減少も沈降
分離反応と相応するものであると考えられるが， こ
の際も大腸菌の場合と同じく，凝集物の出来方及び
分離の形が液部の B・0・D， C・0・D の値に大
きく影響を与えて来るものと思われる。しかし，前
述の沈澱率よりも大腸菌数， B・0・D，及び C・ 
0・D 値の方が尿尿浄化効率の差を明瞭に示すも
のと考えられる。
次l乙上記の結果を総括すると 
1. FeC12，FeS04は沈澱率は比較的低いが液部
は透明托して，浮・底を生ぜず，大腸菌数， B・0・ 
D，C・0・D 値の著明な減少を見た。 
2. NaOH は沈澱率は高いが液部は不透明にし
て，大腸菌数の著明な減少は見られたが， B・0・
D， C・0・D値の減少は顕著でなかった。 
3. ZnS0 は沈澱率は低いが，液部は透明に!し4. 
て， 浮査を生ず， 大腸菌数の減少著しくないが，
C・0・D， B・0・D 値の減少が見られた。 
4. Ca (OH)2は沈澱率は高いが液部は不透明に
して浮誼を生ぜず，大腸菌数の減少は見られたが，
C・0・D，B・0・D 値の減少は著しくなかった。 
5. CaC12は沈澱率は高いが液部は不透明にして
浮澄を生ず， 大腸菌数， C・0・D 値は減少する
が， B・0・D 値の減少は著しくなかった。
， 6. 叉総合的に見て効果の不良のものは AlS04， 
K2S04・Al(S04)3であった。是等は沈澱率も低く
液部が不透明にして， 多量の浮法を生じ， 大腸菌
数， B・0・D，C・0・D 値の減少もあまり見ら
れなかった。 
7. 以上の結果より全般的に見て鉄塩， Ca塩が
有効K作用し，その他 NaOH，ZnS04がやや有効
であるという結論に達した。
本稿を終るに臨み，終始御懇切なる御指導と
御鞭捷を賜わり，又御校閲の労を辱うした恩師
谷川教授に衷心より感謝致します。併せて御助
言を賜わった田波助教授，試料提供に関して助
力いただいた東京砂町汚水処理場の青地技師に
感謝致します。
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